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【要旨】 

 都市部の⼈⼝過密化に連れて、中⼩規模の地域の⼈⼝過疎化が起きている。1999 年以降

から、その地域に住む住⺠が中⼼となる「地域づくり」や「まちづくり」が進められてきた。

2000 年代に活発化し、最近では地域を「再デザイン」するという観点から、「コミュニティ

デザイン」も提案されている。こうした地域づくりでは、⼀般に「地域資源」と呼ばれる、

もともとその地域にある資源に着⽬することが多い。このように新たに資源を調達するの 

ではなく、⾝近にある資源を利⽤することは、地域づくりではきわめて⾃然である。その理

由は、地域にある資源を使えば、資源の域内調達率が⾼まり、地域の経済振興につながると

考えられるからだ。そのため、いかに地域資源を活⽤できるかが重要になる。しかし、その

活⽤⽅法についての考察や成功例の報告は多いが、資源に応じた⼿段や、その⽅向性を⽰唆

する論⽂は少ない。そこで当論⽂では、資源の活⽤⽅法を議論した。具体的には、「資源性

の強さ」と「⽂化性の強さ」、そして市場規模を考慮し、地域資源の活⽤法を４パターンに

まとめた。 

 

・パターン１（グローバル市場・資源性が強い） 

 １次産業の鉱物や農林⽔産業。 

・パターン２（限定された市場・資源性が⾼い） 

 地域固有の消費⽂化。 

・パターン３（グローバル市場・⽂化性が⾼い） 

 ⼤量⽣産・消費。京友禅のデザイン。など。資源として特定の地域にこだわらず、暗黙知

の⽂化を「断⽚的」に切り取る。 

・パターン４（限定された市場・⽂化性が⾼い） 

 地域で使⽤されていた南部鉄器が、茶器としての⽂化の維持にこだわりながら、要求され

る⽤途のために変容し、新たな市場で普及している。 

 

今後の地域づくりでは、従来の地産地消型に回帰するのではなく、またグローバルマーケッ

トを⽬指す⼤量⽣産型の商品化でもない、イノベーションによる設計情報と⽂化の再編集



によって、クラフト的⽣産による新たな商品化を⽬指すことが望ましい。そのことが結果的

に、地域の伝統産業や⽣産に基づく地域⽂化や⽣産⽅式の維持にも貢献し、地域社会を充実

させると考えられる。そのためにも、⽂化を情報化せず、新たな資源活⽤や利⽤者と擦り合

わせながら再編集して、設計情報⾃体や付随する⽂化も変容させる⽣産へのこだわりが重

要である。 

 

【感想】 

 先⽇の京都市⻑の話を思い出した。「京都は観光を⽬的とした都市であってはいけない。」

とおっしゃっていた。つまり、観光客が優位ではない。と⾔うことだ。京都は、⻑い歴史の

中で作られた、技・宗教・精神といった物が複雑に、そして濃密に関わりあった⽂化が観光

の⽬的地として評価されている。と捉えていた。 

 そのような京都の⽂化に関わる者の 1 ⼈として、⽂化に対しての知識の重要性を感じた。

⽂化に突き抜けた、⼤衆受けするかはわからないが限定された市場に向けてなき化を⾏う

時、その知識は必須である。各個⼈が、様々な専⾨分野の知識を習得すべき。と⾔うのも 1

つだが、当論⽂にもあったように、より現実的には⼈と⼈が出会う「プラットフォーム」が

その役割を担うことができる。そのような意味で、最近、地域でのコミュニティービルダと

いった物をよく⾒かけるのか。と、少し納得した部分もある。 

 そして、先⽇開いた内覧会。あれも、複数の企業が⽂化の維持・再興を⽬指して集まった

と⾔う点ではプラットフォーム的な空間であった。我々の企画の達成に付随して、京都の企

業の連携関係にも良い影響を与えられればと思う。 


